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鳥取県八頭郡下のマンガン鉱床調査報告

小松・彊＊　　上野　三義＊＊　、土井　啓司＊＊＊

Report　on　Manganese　Deposits　in　Yazu　District，Tottori　Prefecture
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Abstract

　　　In　this　area，many．manganese　deposits’develop　in　a　roof　pendant　in　Ch貢goku　batbo．・

1ith；thisp危ndantisc・mp・sed・fvari・uspale・z・icslates，chert・sands㌻Q皿e・fgreenr・cks・

s6called　“Sangun　metamo靖phics”．

　　　Ore　bodies　occur　predominantly　in　chert　and　hornstone，and　closely　related　to　the季r

structural　features．－Ores　lhainly　consiste　of　rhodonite　accompanied　with　someThodochro－

site，tephroite　an（i　quartz　etc．

要　　旨

　鳥取県八頭郡智頭町の北方，東西20数km，南北約

7km・にわたつて，智頭鉱山・水谷鉱山・大伊鉱山・大

村鉱山その他数多くのマンガン鉱山が稼行され，1っの

マンガン鉱床地帯をなしている。

　この区域の地質は

　三群変成岩類

　石墨千枚岩・千枚質粘板岩・石英千枚岩・珪質粘板岩

　花崩岩類

　中粒質黒雲母花崩岩・角閃石黒雲濁石英閃緑岩・微黒

雲母花嵩岩

　火山岩岩脈

　安山岩・閃緑珊岩・焼斑岩・石英粗面岩・リソイダイ

ト質石英粗面岩

　火山岩熔岩流

　紫蘇輝石安山岩

等からなり，古生層は砂岩・チャート・片状緑色岩を挾

み，ほ黛N60～800W．の走向を示し，緩い摺曲を繰り

返して北に単傾斜するQ花嵩岩は地塊となつた古生層全

般にホルシ’フエルス化を与えている。

　鉱床は千枚質粘板岩・チャート・角岩を母岩とし，こ

れらの局所構造に支配されながら生成したお』むね扁平

　＊技術部
＊＊鉱床部P

＊淋元所員

な塊状鉱床である。

　鉱石は石英およびマンガン柘榴石を伴なうバラ輝石を

主とLた珪酸マンガン鉱が大部分を占め，局部的に緑マ

ンガン鉱・テフロ石を含む菱マンガン鉱を主とした炭酸

マγガン鉱が伴なう。酸化マンガン鉱は網状をなし，主

として鉱体の上部ないし両盤に生成されている。
　　　　　　　　1

鉱’石　品　位

炭酸マンガン鉱を主とするもの

珪酸　　　　　　ヴ

酸化　　　　　　ヴ

Mn
（％）

　38〔ゾ47

　．20｛・43

MnO243～70

Sio2
（彩）

13｛ゾ35

28《〃0

8～30

　鉱石品位は上記の通りであって未開発鉱体の過半数は

Mn二26～’33％程度の鉱石からなっている。

　現状は開発のごく初期にあり，道路の整備，低品位鉱

石の活用等によつて，今後なお多くゐ未開発鉱量が期待

し得られる。

1．緒　　言

　鳥取県八頭郡地域に発達する古生層中，特にチャート

ないしは角岩に密接な関係をもづて幾多のマンガン鉱床

が胚胎し，その分布範囲もきわめて広く，・中国地方にお

ける1つの纒つたマンガン資源地帯である。各鉱床は規

模小さく，山間の僻地にあるために，鉱山の開発は遅々

として進まず，全地域にわたる地質鉱床調査もほとんど
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・行われていない。

P日召禾028年5月29日～6月6日および6月17日｛ノ7月

・4日の2・回にわたつて前半を本所計画，後半を鳥取県受

託とLて調査を実施し，こ瓦に調査結果を報告する。な

お佐治村山王鉱山は都合により調査から除外した。

2．位置および交通
調査地域は，鳥取県八頭郡め南部，すなわち岡山県県

境の近くで，東西約10km，南北約3～5kmの範囲であ

って，大伊・杜・佐治の3力村と，智頭・用ケ瀬の2町

に跨がる。

当地方に至るには，山陰線、鳥取駅から因美線の船岡・

用ゲ瀬・智頭駅に下車．し，これよりおのおの山元に至

る。各鉱床ならびに鉱山を地区別に一括して交通と鉱石

の搬出経路を示せば次の通りである。

水谷鉱山地区

本地区は用ケ瀬町の南西方直距約8km，岡山県境大

丈小屋山（969，2m）の北麓1奥の谷あ上流社村地内にあ

り，佐治村加瀬木まではバズの便があり，比高約500m

　　　　　　　　　　　　　　　　　、

の峠を越して社村江波に至為。こXから奥の谷を遡るこ

と約4kmで山元に蓬し，この間徒歩約40分を要する。

なお因美線因幡社駅一江波間の県道はトラヅクを利用す

ることができるが，水谷鉱山・中津見・奥の谷・栃平・

セイモソガレオ等ゐ現場に至るには交通の便がぎわめて

悪い。おもな鉱山および採掘現場からの鉱石搬出経路は

次に示す通りである。

酪鋤鵬300m第1処㎏厳7曇k血
　　　　　．軽索貯鉱場木馬．　トフヅク
　因幡社駅

セイモシガレオ」・5km第1貯鉱場
　　　　　軽索ヴ人背
　中津見400m貯鉱場4・3k里屋住約全km　l因幡祉

　　　人背　　馬車　 トフヅク

駅

　　　　　　2．5km　　　　8．5km大平（ダイナル）　　　貯鉱場　　　　　智頭駅
　　　　　　人．背　　　トラヅク
水谷住屋坑0・7km〆第・2　2km屋住
　（東部鉱床）　人背～軽索貯鉱場馬　　車

　3km　　　社駅トラヅク

郡家
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第1図鳥取縣八頭郡マンガン鉱床位置交通図ならびに地質図
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鳥取県八頭郡下のマ1ソガ著鉱床調査報告

　おわい
　尾際一北谷地区

　本地域は佐治村尾際ならびに余戸地内の佐治川の中流

に位する。用ケ瀬一余戸間はバスの便があり，これより

馬車道路が山王鉱山まで通じ，徒歩2～4kmでそれぞ

れの山元に達する。

　北谷0・3～i・5km尾際約望km用ケ瀬駅
　　　木　　馬　　　トフック

　　　0．4k瓢　’　　14．5km
城山　　　　　　余戸　　　　　用ケ瀬駅

　　木馬～軽索　　　トラヅク

　智頭鉱山地区

　智頭鉱山は智頭町大字一ノ瀬字上板井原地内にあり，

智頭町の北東方直距約4kmの所に位する。智頭町から

比高300mの峠を越え、て上板井原に至り，枝沢に沿い

約1kmで各山元に蓬する。交通は不便で，約7kmの，

間は徒歩によるほがない。

智聯山轟積込鱒霧用ケ瀬駅

　　　　　1’｝1．5km
轟懲鷺・．7k計上板井厚約13km用ケ瀬駅

（小松彊・上野三義・土井啓司）

鉱山名

因幡社

水谷
（休止）

『智『頭
（休止）

因幡
（休止）

大村（稼行）

登録番号
、島取県採登23号
八頭郡智頭町およ
び社村
　（949，600坪）

ケ　試登1，392号

智頭町地内
〃　試登　29号

大伊村地内
（29，271アール）。

グr採登　35号
大村地内（29，400アール）

鉱種

マ　ン

ガン

〃

グ

ケ

鉱㌔業権者

中村峯造大阪市東淀川区
塚本町4の292

榊山才三兵庫県多紀郡村雲
村字草上

榊山才三

　大村一松ヤ鉱山地区（滝谷・オイ噂シガ谷・妙ケ谷・大

成上ノ段）　　　　’

　大村の中部，用ケ瀬町の東と南方直距2．5～3km，赤

波から土井を経て板井原に至る県道の両側には大村鉱山

を始め，第2次大戦中に稼行または試掘した鉱床が数多

く散在する。用ケ瀬から各山元までは約4～6km徒歩

によるが，用ケ瀬駅までパスがあり，各山元が県道に近

い山腹にあって，鉱石搬出の煙はきわめて良好である。

　大伊鉱山地区（金岩・出ノ谷・畑ケ谷等）

本地区は大伊村学小倉下野地内にあり，八東川の支流

大江川の上流に位し，船岡町の南方直踵約5ん7kmの

所に各山元があるq小倉一鳥取市間はバスの便演あり，

交通運搬の便がよ亙・。

　　　　300m　　　　　1．3km　　　　約7km　大伊鉱山　　　　貯鉱場　　　　　小倉

　　　　軽索　木馬　トラッ汐
若桜線船岡駅

　その他の山元109～500m県道6竺km船岡駅
　　　　　　　　　　　　トフヅク
　毛谷地区

本地区は智頭町の東方約3k恥，千代川沿いの県道地L

帯であつて，山元一智頭間にパスを通じ交通至便であ

る。

3．鉱業権関係

昭和28年9月現在の鉱業権関係は次の通りで昂る。

辻中源次郎
大阪市中河内郡石
切町大字石切155

4∫マンガン鉱床開発史の概要

　本地域の鉱床開発1ま智頭鉱山を除いて明治末期以後に

始まり，こんにちまで断続的な稼行が行わわ，特に戦時

経済に大ぎく左右されていた。

　旧幕時代すでに智頭鉱山の「藤坑」から出鉱されてい

た≧伝えられるg明治末期に発見，稼行されたもの！こ水

谷鉱山の奥ノ谷および中津見と大平鉱床があ外若干の

二酸化マンガ必鉱が人背あるいは木馬により出鉱された

にすぎない。

　大正年問には欧州大戦当時智頭・毛谷等か．ら出鉱を

み，昭和初期頃，中津見・水谷鉱山の東部地区では二酸

化マソガン鉱を採掘してはいたが，地域的には衰退期で

あつた。昭和11年以来引続き昭和17年第2次大戦勃発

とともに，ようやく国内マンガン資源の必要に迫られ，

本地区の各山元は活況を呈し，探鉱も積極的に行われ

て，現在知られている鉱床の大半が探鉱開発された。な

かでも水谷・因幡・大伊・松下・智頭の各鉱山が大量に
’
出
餌

し，大村鉢山・上ノ段および大成め各鉱床ど各地の

露頭附近からも少量ながら出荷された。戦後各山元は休

山状態となり，衰微の一途をたどつていたのが，昭和24

年朝鮮動乱の影響を受け。ふたNびマンガγの需要力1大

となり，水谷・智頭、・大村・大平・第2系白見などの山

元が小規模に稼行され㊧。

　昭和27年以後は稼行鉱山はなく，調査当時は智頭鉱，

山が再開準備中であり，水谷鉱山が出鉱準備態勢にあつ

た位で昂る。

　　　　　．5．地形お．よび地質
　　〆
本地域は八頭郡のほ黛中央に位し，や工大規模な水系

として千代川およびその支流佐治川・犬江川があげら

れ，特に古生層地帯は大小幾多の支沢によって山貌は深

く浸蝕され，海抜700～1，200m程度の急峻な山嶺が聾

立L，交通至難な地帯である。

　古生層は本地域の基盤をなし，広く分布し，変成度の

やN低い石墨千枚岩・千枚質粘板岩・石英千枚岩・珪質
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粘板岩等の累層からなり，砂岩・チャート・片状緑色岩

の各層を伴ない，この古生層は東は若桜附近から西は岡

山県苫田郡にわたって発達する。これらめ変成岩類は，

ほ黛，N60～800宙の走向を示し，緩い摺曲を繰り返し

ており，微圧砕・半片岩ようの岩相は三群変成岩類に属

するものと推定される。

大伊村から西部佐治村にわたり発蓬する本累層中にチ

ャート，および角岩の各層が顕著に蛇行し，微摺曲を示

し，一般に走向はE．W｛’四60QW，傾斜は20～50DNを

示し単霜する。一般に東部大伊村地区においてはE－W

飼N80QWの走向を示し，‘西方するにつれて漸次NW

方向に変り，本地域の断層は多くN－S性の方向あるい

は走向を示し，その落差は小さい。

　見掛上の層序を示せば下記の通りである。

上部　片状緑色岩・チャートに富む千枚岩層

　↑　多くの石墨半片岩層を伴なう千枚岩層

　　　チャートないし角岩層をきわめて多く
　　　伴なう千枚岩層

　　　　（本層中に砂岩層を伴なう千枚岩層が
　↓ 　　ある）

　下部　チャート・砂岩層を小数伴なづ千枚岩層

　片状緑色岩；本岩は緑灰色角閃石を主とし，片状構造

が発達し，斜長石・緑泥石・・緑簾石が縞状に配列する。

副成分として輝石・絹雲母・石英・磁鉄鉱を伴ない，曹

長石化および緑簾石化作用が著しい。，

　千枚質粘板岩類二・本岩類は石墨半片岩・庄砕岩（Sh－

eard　Slate）含球状石英半片岩等からなり，そのほかに

．変成度弔きわめて低い粘板岩が含まれており，半片岩よ

うのものは概して石墨緑泥岩ないし千枚岩に属し，石墨

絹雲母・緑泥石の縞状構造が著しく，曹長石・黒雲母・1

緑簾石・石英等が片状配列し，しばしば多量のclino－

zoisiteが生』じている。

　・古生層群に逆入した花歯岩類には中粒質黒雲母花嵩岩

（佐治村安蔵各流域）・・微黒雲母花崩岩（大村・松下・大

村鉱山地区）・角閃石ないし黒雲母石英閃緑岩（智頭町南

部低地域）があり，おそらく時期を異にして逆入したも

のと推定される。多種の花崩岩が智頭一用ケ瀬間の比較

的低い地区に露出している。中粒質黒雲母花崩岩は緩傾

斜面をなして社村・佐治村の東部に広く分布し，その上

部は急駿な地形を示し，古生層がのつている。上記の花

崩岩類の上に古生層は垂れ下り，地塊の北翼をなし，本地

域全般にわたってホルンフェル不化を与えている。噴出

岩および脈岩には輝石班岩・角閃玲岩・安山岩・閃緑玲

岩（ウラル石化‘緑泥石化）纏斑岩・石英粗面岩・リソイ

ダイト質石英粗面岩（絹雲母化）等があり，ほ黛RW方、

向に走り，岩床状のものはNE－SW，NW－SEの2方向

奪延びるものが多く，佐治村小田一河本地区および智頭

町一板井原地域には特に石英粗面岩・紛岩岩脈が多い。

　千代川以西地区内の甲ノ地峠その他主として岡山県境

・をなす標高900m以上の山嶺上部には熔岩流としての

紫蘇輝石安山岩が浅く拡がり高原台地をなす。

＄，鉱　　床

　6．1　鉱床の一般性撒

　本地域のマンガン鉱床は，三群変成岩類に属する古生

層中に胚胎し・主と』して千枚質粘板岩・』チャートおよ．び

角岩を母岩とするマンガン鉱床で，一．

　（1）二酸化マンガンを主とする鉱床

　（2）バラ輝石・炭酸マンガン・テフロ石の混在する

鉱床

　（3）バラ輝石を主とする鉱床

　（4〉バラ輝石と石英からなる鉱床’

［などに分けられる。

　これらの鉱床は扁平レンズ状・芋状および脈状の鉱体

からなるものが多く，網脈状，不規則塊状のもの1ま少な

い。八頭郡下の岡山県境に近い山王から若桜糸白見に至

る約26kmの蘭にわたつてマンガゾ鉱床が分布し，こ

れ｛うはほ黛：N60～80QWの走向を示すチャー・ト中の偉父

同一層準に胚胎している。、

　本地域を鉱床の分布状況により区分すれば次の通りで

ある。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

佐治村江波南方奥ノ谷一中津見地区

佐治村加瀬木一福園地区（水谷鉱山）

　ケ　尾際一三王滝地区（山王鉱山）

大伊村・大成鉱床地区

智頭町上板井原地区（智頭鉱山〉

大伊村下野一小倉地区（大伊鉱山）

　また特に地区別の鉱床的特徴は認められない。

　これらの鉱床は

　（1）千枚質粘板岩とチャートまたは角岩との接触部

に沿うもの（水谷鉱山附近の鉱床）

　（2）、チャー下あるいは角岩中の層理にほ黛平行して

発蓬するもの（大伊・大村・智頭鉱床）

　（3）千枚質粘板岩の層理あるいは裂罐中にあるもの

などの賦存状況を示し，概して上記（1），（2）の場合に富

鉱を形成することが多く，チャート層中に胚胎する場合牝

には，その両盤際に発蓬する傾向がある。

本地区のマンガン鉱床は概してパラ輝石が例外なく伴

ない，珪酸マジガン鉱を主体としたもので，品位もや』

低いもoが多く，炭酸マソガン鉱・テフ慣石等は富鉱部、

に密集Lて周辺はバラ輝石に富み，石英の混在によって

著しく低品位化した鉱体も少なくない。
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　　　　　ドひんヂオ

中津見鉱床

ノ

’醸

醸§

繍萎，瓢
　　水谷奥ノ谷鉱床『

、教

＼

§
一

劾加5ご0爬

4　　．．一ズ≧
　　　一一諺髪……箋

　　　一
5どイご060μ55！oあ

大村鉱原

　0ゐθπθηビ刀oト

　　　プoご典9）

＼
．獣二…

　　　　載．
〆／〆

無

葉
　富鉱体
（炭酸マンガソ鉱を主とする）

第2系白見（金岩）鉱床

汽・！伽94x‘5

福園鉱床

第2図マンガン鉱床の形態分布模式図

　本地域の鉱床は高温性の加蘇型鉱床に属し，珪酸塩鉱

物に富み，山口県玖珂郡地方の母岩と胚胎状態が酷似し．

ている1）。

　6．2　鉱床と地質構造との関係

　本地区のマンガン鉱床のほとんど大半がパラ輝石を主

体とした脈，あるいは膨縮に富んだ扁平レンズ状の鉱体

からなり．二酸化マンガン鉱はこれらの鉱床が地下3～

5mの範瞬，あるいは鉱床の周辺等にみられ，概してそ

の形状は局部的には古生層の地質構造に支配されること

が強い、小規模の貧鉱体は，数条の平行細脈または斜交

して互に連絡する網状集合部からなるが，母岩のminor

foldingや局部的な背斜軸に沿つて発蓬Lている。

　智頭・水谷・大村・大伊等の大規模な鉱床は千枚質粘

板岩層とチャート層との接触面に沿って鉱体が発達し，

背斜の両翼や向斜軸に沿つて富鉱部をつくり，母岩の摺

曲に沿って約2QOm連続し七いるものと，富鉱部が両

岩のなかに断続する場合とがある。また大村および大伊

の両鉱床におけるようなチャート角岩層中の珪酸質マン

ガン鉱体は，見掛上の下盤に斜交しっつ100m程度露

出している。また智頭鉱山藤鉱床にみられるチャート層

中の酸化マンガン鉱体は1この規則性なく，脈状をなす

ものきわめて少ない。一般にこれらの鉱体は幅の拡がり

よりも延長方向に長いようで，大鉱床附近には平行脈が

認められず，おxむわ鉱体は同一層準のチャート・角岩

の複雑な摺曲に沿って相当長い範囲に発達しているの

で，探鉱にあたつては特に摺曲の繰り返L構造に注目し

て実施することが肝要である。

　6．3鉱石の性朕
　鉱石は大別して次の3種に分けられる。

　（1）炭酸マンガン鉱を主とする鉱石（炭マン鉱1

　（2）珪酸マンガン鉱を主とする鉱石（珪マン鉱）

　（3）酸化マンガン鉱を主とする鉱石

　前述のように本地区のマンガン鉱床のほとんど全部が

類似しており，同一鉱床内においてこれら3種の鉱石を

産することも少なくない。従来本地区の鉱石が概して低

品位といわれているのは，大部分の鉱床がバラ輝石を主

体とし・、石英に富むものが多く・比較的大規膜η鉱体中

に炭マン鉱が局部的に伴なわれるにすぎないからであっ

て，個々の鉱床から大量の炭マン鉱を求めることはでき

ない。

　（1）炭酸マンガン鉱

　水谷鉱山奥ノ谷鉱床セイモンガレオ頭・智頭鉱山平蕗

鉱体・大村鉱床・大伊鉱床・高岩妙ケ谷鉱床等に産し，

チョコレート色褐灰・淡青灰・淡緑色等の雑多な色を呈

し，硬さと塩酸の反応で容島に識別される。

　鉱物組成は菱マンガン鉱を主としてテフ旨石・緑マン

ガン鉱およびバラ輝石を副成分とするもので，若干の角

閃石・緑マンガン鉱・石英および菱マンガン鉱を交代し
’
た
方
解 石が認められる。

　一般に手選精鉱として出荷されるもののなかにはバラ

輝石からなる淡紅色の部分が相当量含まれ，金岩鉱床で

は菱マンガン鉱と縞状構造を示す鉱石もある。

　（2）珪酸マンガン鉱

　バラ輝右を主とする淡紅色の鉱石で，一般に堅硬で多

35一（315）



地質調査所月報（第8巻第6号）

1くの場合若干の菱マンガン鉱とマンガシ柘榴石を含んで．

いる。この鉱物組合せは， バラ輝石・菱マソガン鉱お

よびマシガン柘榴石・＞ミラ輝石のみからなるものであ

るQ　　・　　　　　　響

　酸化鉱体の下部ないし酸化を免れた部分の大半が珪酸

マンガソ鉱と石英とからなる。鏡下ではパラ輝石に富む

もめはおΣむね長軸に1～5mm程度の大晶を示し，

04～0。7mm大のモザイク構造を示す中粒質のものも

少なくないσ微細な石英に富む珪質な鉱石揖ど・パラ輝一

石の大ぎさも小さく，径0．03戸》0．2mm程度の緻密な介

殻状断口を示す低品位鉱となる。水谷鉱山の6号坑にお
1
い
て
は
薯

特に方錯鉱・黄銅鉱め鉱染著しい鉱石があり，

1そのなかぴ；はバラ輝石を交代してマシガソ柘榴石・角閃

石が多量に生成され，暗飴色のガラス光沢を示す鉱石が

あり，一般に炭マン鉱・珪マン鉱ともにスカルン鉱物が

含まれ，2次的生成にかΣる緑泥石・方解石や葉片状集

合をなず白雲母が観察され，熱水作用を蒙つていること

が推定される。

　（3）酸化マンガン鉱，

　中津見・大平・智頭鉱山「藤」・大伊鉱山等で採掘さ1

れ，いずれも単金属光沢め黒色硬質，粗霧塊抹で土状

な》・L葡萄状をなすものは少魁・。酸化マンガン鉱は珪

マン鉱あるいは炭マン鉱から変質したもので，纏つた鉱

体をなす場合には珪評γ鉱体の上部ないしぼ両側に，酸’

化が著しく，，不規則な裂け目に沿つて網脈状の黒色部が

生じ，一般に炭マン鉱り多い部分が高品位である。鏡下で

は不定方向！こ針状結晶をなす軟マンギン鉱が密集し，不

透明黒色～褐黒色の非晶質酸化マンガン鉱が菱マンガン

鉱および・ミラ輝石の結晶の周辺あるいは舅開面を侵し，

各鉱物の間隙を充たし，、あるいは縞状をなしている。当、

地区の酸化マンガン鉱は，いずれも30・》40％のSiq2を

含み，見掛けよりも品位低く珪マン鉱および，炭マン

鉱を染めた黒色部の斑をなす部分は各鉱体にみられ，

MnO二6～13％程度の酸化マンガ．ン量を示している。

　上記鉱石中には鉱染状鉱あるいは，小塊をなす細か㌧・

金属鉱物がみられる。水谷鉱山には方鉛鉱・黄銅鉱を，

、アン谷および智頭鉱山平鉱床には方錯鉱』閃亜錯鉱・黄

鉄鉱を，大村鉱山の西部露頭に磁硫鉄鉱および水錯鉱

を，松下鉱山には磁硫鉄鉱および斑銅鉱をそれぞれ含ん

だ鉱石を認め，鉱床の形状やスカルン鉱物・金属鉱物等

の生成関係からみて，倉マンガン上昇鉱液による鉱床の

生成が，門種の高温性交代鉱床に類似し，ほとんどすべ

ての鉱床がチャート中に胚胎することが注目される。

6．4　鉱石の化学成分と品位

ち，個々の山元においても若干の晶位に差はあるが，筆

者らの採蚊資料の化学分析結果と出荷鉱石の分析値を基

にして，鉱物組成から次の通りの品位に分けられる。

炭マン鉱（上鉱）

　テフ戸石・菱マンガシ鉱に富む
　鉱石（アブキ炭マン緑灰色鉱〉

（並鉱）

　菱マンガン鉱バラ輝石

珪マン鉱

　パラ輝石＋マンガソ柘榴石およ・
　び角閃石菱マンガン鉱・石英

　バラ輝石に富み菱々ンガン鉱若
　干を含むもの，
　バラ輝石＞石英’

　パラ輝石≦石英

酸化マンガン鉱

　上鉱黒色緻密亜金属光沢

並鉱末酸化部を含む粒状黒色鉱

下鉱炭マン・珪マソの多いもの

Mn
・（％）

』
、
4
3 ＾ノ47

38～42

40’》43

33＾プ37

25～30

20戸》25

MnO2
60戸》70

50～58

43～48

SiOz
％）

13’》18

28～35

28♂》34

35＾・45

45～50
65戸》70・

8～10

13～18

15｛ノ30

　しかしながら山元では肉眼識別による経験からの手選

精鉱を出荷するので，実際には各種鉱石が混合し，厳密

な選鉱と品位分けはでき難く，水谷・智頭両鉱山におけ

る実績はMnの含有量によっておエむね　・

40％以上1…（40～44％，最高47％）・

37’》40％

33’》36％

28～’32％

の4種前後に区別し，出荷量の大半はMn：33（・40、％

程度の珪マソ鉱が占めており，未開発鉱体の過半数が
　　　　　トMn26～33％程度の鉱石がらなつている。・

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　ノ次に塊鉱採取試料の平均分析結果を表示する。

酸化鉱

　松下鉱山旧坑貯鉱

　　ケ　上ノ段鉱体No。1’

　毛谷鉱床：No．2パラ輝石残存

　大平鉱床No．ユ

　　グ　　No．5

＾Mn
（％）

Sio2
（％）

鉱石は各鉱床によってそれぞれ異なつた鉱物組成をも

57．95　・

『50．96

、43．971

41．65

29．93

18．78

12．62

29．10　・

中津見・智頭・大伊鉱山等，当弛区から実際に出荷さ

れた酸化マンガン鉱の平均品位はお瓦むねMn38～45

％程度のものが多い。

1沫に水谷鉱山からの試料につy・て・昭和19年帝国鉱

業開発株式会社が分析した資料を別表に表示する。
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奥ノ谷2号坑炭マン

　ヴ　　チョコレート鉱』

　グ4号坑炭マソ
4号坑珪マン（淡紅色バラ輝石）

　　　　　　グ
5号坑　　　　ヴ

　　　　　　ザ
、6．号坑　　1　グ

　　　　グ

7号坑’

手選精鉱

　ツ

グ

Mn
（％）

46．16

47．99

37．59

35．16

33．59

38．18

34．42

35．28

32．28

38．04

34．30

38．12

35．77

Sio2
（％）

22．40

12．60

26．25

30．31

32．』25

31．75

32．25

30．25

33．25

29．51

31．25

29．45

31．26

方錯鉱を多量に伴なう鉱石中には250，393，594言／tそ

れぞれAg値を示した。

大伊鉱山の出荷鉱石の分析結果から抜葦して平均品位

を示ず。

墨月曹陽剰
日召13．　1　　37．12

　ゲ　　38．43
－13．』2　　41．72

　ヴ　3　38．10

25．　12　　42．10

？捌

15．02

112．80

10．96

’14．86

16．20

Fe　1（％）1

1．47

1．39

1．12

1．68

P205

0．056’

0．014

0．052

0．062

乾　　量
　（t）

分析＝辻中鉱業所

15

10

9．9

10

14．1

出　荷
年月日
昭26．

　ヴ

ヴ

〃

グ

グ

ケ

ヴ・

㌘

ゲ

ケ

27．

グ

ゲ

工

2
3
5
6
7
8
9

10

11

12

1
3
4

Mn
（％）

43．61

42．90

45．10

44．67

42．66

36．03

35．91

34．85

33．90

38．20

41．92

45．35

45．77

40．36

・Sio2
（％）

13．90

15．20

12．70

17．05

17．54

26．74

27．77

22．95

30．00

20．70

15。16

10．20

15．80

25．10

Fe．
（％）

P205 乾　　量
　．（t）

分析：神戸製鋼株式会砒

7，鉱床各読

16．5，

29．39

9．1

15．8

20．1

18．5，

19．8

36．9

18．7

7．1　佐治村江波南方奥ノ谷一中津見地区

7．1．1　因幡社水谷鉱山

地質鉱床　大丈山（969．2m）の北東麓奥ノ谷の上流地

、域には，黒雲母花崩岩が湛入し，古生層がルーフペソダ

ソトとなり，海抜約600m以上の山地には帯状チャー

ト，ホルソフェルズ化されたチ枚質粘板岩ρ互層が摺曲

を繰り返し，ほ攣：N60～700Wの走向を示す。本鉱山の

附近には，セイモンガレオ・栃平その他の露頭はある

が，稼行された杢のは奥ノ谷鉱床のみで規模も大ぎい。

　奥ノ谷鉱床　千枚質粘板岩層を上盤，チャート層を下

盤として両岩層の接触面に沿って胚胎し，局部的な折曲

と榴曲を示し，ほ黛N50～800Wの方向に延び，1～6

号坑を経て2号坑露天採掘場に至る間約300m追跡さ

れ，鉱床は母岩と一致した構造を示す。おもに4～6号

坑間において採掘され，鉱体の幅は30～70mを示し，

厚さ70～150cmのレンズ状富鉱部を10～20cm裡度の

バラ輝石硬質細脈が貫ぬいている。

　本鉱体は4～5号坑間において走向N600Wの背斜軸

および向斜軸部に胚胎し，一般に30～600の緩傾斜部嗜

富鉱体が多い。富鉱部は菱マンガシ鉱・バラ輝石・テフ

ロ石からなり，紅褐色（アズキ，チョコレート鉱）翁よび

淡緑色部が混り，灰青褐色のものがあり，またバラ輝石

を主とするもののなかには石英が含まれている。品位は

上鉱Mn35’》40％，並鉱Mn25～30％で，バラ輝石・

細粒石英からなる細脈以外は酸化鉱少なく，良質鉱は菱

マンガン鉱を含み，品位を上げている。

　沿革現況　本鉱山は明治末葉に、発見され，昭和11年

中村峯造が開発に着手するまで，ほとんど未探鉱のまN

経過し，昭和13年現在の坑内を探鉱した。昭和15～18

年と昭和25，26年には山元は活濃に稼行され，本鉱山

鉱区内から出荷した産額は次表の通りである（鉱山資料

ーによる）。

年　　度

昭和11年
　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　ユ8
　　19

　　20

　　25
　　26

　　27

生産量
　（t）

100

　80
120

940

1，515

2，055

2，100

963

735

450

410

．810
320

Mn
（％）

・40

30

30

30－

29－

28

28

28

28

28

30

29

・30

鉱石のおもな販売先（大伊鉱山の鉱石を含む）

辻中マンガン鉱業株式会社（大阪）
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炭マ叱ガン鉱F
　智頭鉱山平坑　　No．2

　グ　蕗坑　No．1
　水谷鉱山6号坑　No．2

　〃　炭マン鉱
　ケ　菱マンガン鉱
　グFバラ輝石含マソガン

　4　スカルン鉱物・

　芦谷No．2チョコレート鉱

テフ戸・二酸化方解石混

・大伊鉱山

珪マシガン鉱

智頭鉱山平鉱床　No．1

　〃　グ　 ：No．5

　ケ　照露頭　No．1

　グ　平鉱床珪化帯『．
水谷鉱山奥ノ谷鉱床

　　6号坑　喪o。r
　．〃’ヴ　貯鉱
　　　　　〆・木伊鉱山第2脈
大村鉱山（CaO4．2）

上板井原銅ノ沢

Mn

46．69

46，88

40．50

43．12

46．05－

42．18

43．56

、38．05．

Mn

Sio2 FeO

24．04　　　0．87

18．98　 　1．16

31。06

12．90’

13．06

23、◎6

30．34

16・78

Sio2

32．06　　　45．17

32．46　　　38．84

30．41L　・　43．28

－7。81　　82．66

28．68　　　44．39

29．53　　　45。81

35．34　　　42．68

31．．65　　　44．38

34．11　　　43。72

CaO

1．68

1．02

1．64

’
1
． 04

4．76

MgO

0．43

0．93

bα

13．31

3加、

T・taI 摘
．

要

．｝2種通称テ7・鉱

　バラ輝石＋マンガン柘榴石・

　褐灰色貯鉱

　淡灰緑色

珪マγグン鉱 MnISiα 摘 要

金岩鉱床第2糸白見13．56　76．201

〃（珪質縞状鉱）2・・6（辮珪）

大成鉱床　　　　　28．93．41．90

上板井原芦谷西旧坑26．30　一

加瀬木倉ノ谷酸化泥』27．69　31．85

　　分析：広島通商産業局鉱山部鉱業課分析係　藤田　健三

・
諺
△

　　　c　　　　　　　’隠、　α2，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

　　　・懲一、一、
≧☆、鵯、・．・薄

　　　　’6轟～『

　　　　　　　第3図因幡水斧鉱山地形地質図．

　　　　　　　　　　33一（318）
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鳥取県八頭郡下のマソガレ・鉱床調査報告　（小松彊・上野三義・土井啓司）

　株式会社中山製鋼所（大阪）

　株式会社尼崎製鋼所（尼崎）

　大阪製鋼株式会社（大阪）

　株式会社神戸製鋼所（神戸）

　日本電気冶金株式会社（金沢）・

　住友金属尼崎鋼管製造所（尼崎）

　日本鋼管株式会社（川崎）

　八幡製鉄および富士製鉄（広畑）株式

　会社
　本鉱床は本地区内で最も有望なもの・

』で，1号坑地並がら6号坑までの間，

鉱体の延び先探鉱が急務であり，鉱体

の奥行ぎについてもさらに現在の各坑

道をチャートの走向方向に探鉱するこ

とが望ましい。

　セイモンガレオ露頭；奥ノ谷鉱床の

東方直距約400m，大迫山（945。4m）

・ゐ北麓に位する。露頭3ヵ所から試掘

　したに止まる。鉱床は珪質粘板岩中に．

胚胎し，ほ黛N89D碗方向に約100m

連続する。鑓幅約工m，鉱石はパラ輝

石を主とし，炭々ソ鉱を伴なうMn

30～38％程度の緑青色部を混えた部

分があり，鉱体の末端は淡紅色の珪質’

パラ輝石が縞状をなし，チャ・一トに移

騒二酸化マンガン

■■バラ綱

盟チぐ挿

圏粘雄

／二　　＼

　　　　鋤瀬・　＼ご≧く》＼

瓠1鍮影
、一1ε

辱＿“
　　　　

・　参幽　　　　　　　　　　藪f
　　　　三験　・　励
　　　　　　　　　〃η0卿‘冊Z”彩励eξ伽κz

　　　　　　　　　〃〃02紹‘切zク客
　　　　　　　　　3舜55κ喝侮　　　　　　　　　　　o伽傭離臨、～σ9．

　　　　漣二

0 50m

化し，品位Mn10～15％程度である。本鉱床に関して

は良質鉱附近と下部を探鉱する価値がある。

　東部鉱区の鉱床二江波一屋住間の安蔵谷南部山地の水

谷鉱山の東部鉱区ば，花嵩岩上に（帽子状に垂れ下り）古

生層が乗り，2条のチャート層に関連Lてそれぞれ2カ

・所（東側から第1，第2現場仮称）から採掘され，昭和12

年頃酸化鉱を若干出荷した。

　第1現場は珪質粘板岩および角岩の両層の接触面な

いし角岩の不規則な節理中に，厚さ1～5cmの細脈状小

塊状に珪質バラ輝石鉱が密集している。酸化が進み黒

色の軟マンガン鉱としてMn45～60％を示L品位良好

であるが，規模小さく，搬出に不便で，稼行価値に乏

しい。

　第2現場は花嵩岩のごく近くに位置し，チャートと珪

質粘板岩との細い帯状互層をなし，走向N800W，傾斜

約8。Nの層面に沿つて幅1・》3cm程度の緻密微綱な脈

ないし網脈状酸化鉱が胚胎する。坑口から約15m1の間

を試掘したが冨鉱部はなく，探鉱の望みが少ない。

　　　　だいなる
　7．1，2　大平鉱床

　岡山県境に接して玄武岩質安山岩台地があり，この東

側智頭町一社村見海錬約860mの丘陵地に3条の露，

第4図因幡水谷鉱山大李鉱床

頭があり，その露頭は幅0．6・》1m程度のレソズ状鉱体

と，幅10～20cmの網脈からなり見掛上雁行する・い

ずれもチャート層と粘板岩層との間に挾まれ，鉱体に接

するチャート層は，微晶質となつているq地表下約3m、

までは酸化鉱からなるが，これ以下は・ミラ輝石と石英の

縞をなすもの，・および微細な石英とバラ輝石の混合体か

らなる鉱体に移化する。本鉱体は珪質部多く，．酸化帯の

品位はMnO、45～65％，MnO2約70％を示し良質鉱

が少なくない。黒色部を混えるパラ輝石鉱はMn35～

40，％程度で，非酸化帯は菱マソガソ鉱を伴ない・概して

珪酸質鉱・マンガソ柘榴石が比較的多く，品位をぎMn

20～30％程度である。

　本鉱体の露頭総延長約250mの間に小富鉱部が断続

し，下部等の未探鉱箇所が多く，立地条件の困難を克服

すれば有望な鉱床の1っになるものと考えられる。

　山元は明治末葉に肇見され，昭和12年に中村峯造が

開発し，波多部落を経て智頭町に搬出L，鉱石は住友金

属株式会社に出荷したといわれる。

　7．1．3　中津見鉱床

　本鉱床は大迫山の北東斜面海抜約840mの高地に位

し，チギート層のなかおよび粘板岩層を上盤とLて，チ．
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地質調査所月報（第8巻第6号）

ヤート層との接触部にほ黛層理に沿つ七数条の鉱床があ

り，厚さ最大約3mのレソズ状富鉱部は母岩がN－SF方

・向に弧を描く轡曲部に胚胎し，テフロ石・菱マンガン’

鉱・パラ輝石からなり，その大半が酸化鉱として採掘さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
峰

れていたら

　鉱石は金属光沢を示すMnO270～80％め酸化鉱で，

明治末期に稼行し，現在山元はまつたぐ荒廃して下部鉱

体の竪入は困難であるが， 鉱化作用の進んだ地域であ

り，幅の広い鉱体に対しては西方へ鑓押探鉱が望まし　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。

　　　とちがなる　、7．1。4’栃平鉱床一

、・水谷鉱山の北西方直踵約500m，海抜約700mに露頭・

があり，上撃をチギート層，、乍盤を千枚質粘板岩層とし

てほ黛東西方向に延び，約450Sに傾斜する厚さ0・6～

1m・ゐバラ輝石を主とするレンズ状鉱体でず走向延長

に沿い約20mの間が確認される。・両盤際中数cmが

MnO250％程輿め酸化鉱とーなり，一般に品位はMn

25～35％の低品位鉱が多い。本鉱床はさらに探鉱すべ

パラ輝石25‘夙　　・

バラ蹴トブ

　　鰯
　　　oり

二酬ヒマンガン．ノでラ輝石Z〃‘耀

癬七響1マ」

　　　．2岬二醐ロン加激

　　　　　　　　　　　　　ヒマンガノユびれ　　　　　　臆　　四　騨紐す　　痂

　　　　　　、
　囲チョ］レートマンガン～炭マン

㎜バラ観
屋ヨニ酸化マン加

・懸顧バラ翻

吻歯一ト
』麟チャート牒唖一

［二⊃翻

25

》　1℃　　　こ　　　驚t
ミ三〃ミ’、

・鯉議1

瀕・
　　　、1・繕1

　　／　一

・鎌

ぎである。，

7．115その他の鉱床

　上記のほか情報によれば熊下（探鉱）「・奥ノ谷上流・大

畑各上流『とその支流等（露頭）にマソガン鉱床が賦存する

といわれ，今回は調査炉ら除外レた。これら若干露頭探

鉱が行われた程度で未開発状態にあ’り，珪マン鉱が多

く，若ギの酸化鉱または焼けを混えているとのことであ

るQ

7．2　智頭町上板井原地区

7．2．1　智頭鉱山

上板井原り上流大村村界附近にr平」鉱床を始め「笹」・・

「藤第1，第2」・「蕗」鉱床が稼行され，「照」露頭その

他多くの珪酸マンガン鉱・酸化マン分ン鉱からなる部

分が露出する（第6図参照）。各鉱床は母岩の一般走向

N69～800Wを示すが，比較的激しく擾乱された古生層

　　　　　　　　ゆ障属するチャート層ないし角岩層中あるいはその盤際に

胚胎し，ときにチャート層の摺曲はなはだしくジ実測の

結果「笹」～「藤」鉢床はS字型嗜犀曲した同一角岩層を

母岩とLており，、さらに「笹」・「平」鉱床に連なるもの

と推定さ恥る。『

　r平」鉱床：本鉱山中主要な鉱体でN70QWの方向に

延び，約300Nの傾斜面に沿つて粘板岩層に接し，チャ

ーヤ層の上盤際嗜厚さ0．3～1卑の菱マンガン鉱を伴な

う
、
バラ輝石を主とする，木規則扁平な鉱体と，この下部

には厚さ30［50gm程度の薄いレンズ状小鉱体が雁行

　ノ　据

　イ
　ンワ

羽
　　　　貝、，　デげユヤ　ノ　　　　ペ　
　　　　　へz貸藷＼
a影頭
彫義

　鹿

宮

　オ宮、＿イ尋

品　　　　　　　　　　グ
嘩　　　谷　，

ξiヂ

　澤、

．謡．九
」事務所　 臭

弧　　、　　　ノ

　、　ヤ　　　　ィホ
　’＼一

　v蘇’　　ζ
　　平舵査

・第5図因幡大伊鉱山

9
態．島；！誉誉F…；福

　o

第6図　智頭鉱山マンガン鉱床および露頭分布図

、
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鳥取県八頭郡下のマyガ1ノ鉱床調査報告　（小松彊・上野三義・・土井啓司）’

し，走向方向約80mの間に密集している。

　鱗石を大別する≧次の3種となる。（1）バラ輝石に富

融もの。（2）バラ輝石と菱マンガン鉱の縞状配列をなす

もの。（3）微細な石英とバラ輝石とからなる。淡紅色珪

質部。

　（1）種鉱体が最も大規模でテフロ石・菱マンガン鉱か

らなる富鉱部を局部的にイ半なつている。

テフPライト物4

5こZκ‘ffδ！？〃σ40’～ごどeA娩2

．疑．
．饗・

簿秘

・溶
　　　　0　　　　　　’0　　　　　　20鴻

腰齋駿響ン翻鵯蒲囮チ・一1目塞鵬
　5朗μ．漸α1

　　　　第8図智頭鉱山蕗坑

＿，，2§ミ
5胴〆”σ6

どぼロタ　　ごハドだ

錨α舵　須6．5坑
　甜oゴoη惚

25 50憩

第7図智頭鉱山李坑

出荷集績からみた鉱石品位は

　テフロ石を主とする上鉱

　アズキ鉱〈テフロ石・菱マンガン鉱混り）

バラ輝石＞デフロ石～菱マンガソ鉱

バラ輝石＋石英

珪質鉱

である。

Mn（％）

45～47

42～44

37’》401

36

20～30

　鉱床の賦存状況からみてMn，40％以上ρ良質鉱を大

量に望むことは探鉱不充分のため困難であるが，調査当

’
時

の露出面の両側とチャ」ト層の下盤側探鉱が必要であ

ろう。

　「蕗」鉱床；宮地谷の上流東側に採掘跡があり，走向

ほ讐：N200Eのドー一云状背斜軸を有する角岩層の東翼上

盤際に鉱体が胚胎する。鉱体は母岩の層理に平走し，約

30mの間に断続Lており，厚さ1～3m，主として珪酸

マンガン’鉱からなる。、

　鉱体は・ミラ輝石からなるものおよび石英質のものなど

であつて，Mn20’一30％の低品位を示す。旧坑（蕗坑）

附近には貧鉱部に囲まれた淡青灰色，チョコレート色な

どのテフ戸石を伴なう小富鉱体（Mn42’》47％）があり，

この部分が主として採掘された。

　角岩層の上盤際の東延長部において本鉱体は，鉱化作

用が続くものと推定されたので，母岩の露頭線に沿つて

さらに積極的な探鉱が望ましい。

　r笹」～r藤」鉱床：奥ノ谷とヤッキョウ谷の合流地点　　　ー

に「笹」露頭があり，N500W，450NEの走向傾斜から

NE方向に逆転して，対岸の藤1坑を経て藤2坑に延び

る角岩層を母岩とし，笹坑附近において・ミラ輝石の貧鉱　　　　・

7部とその酸化黒色部が細脈状・網脈状あるいは小レンズ

状に密集するが，選別が容易でなく，調査当時の状況で

は稼行価値に乏しい。“

　藤1鉱床は二醜化鉱体を主とL・2坑附近にはN20～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』＼40。Eの走向を示す角岩層の上盤際に第2および第、3滝

下露頭があり，表土剥ぎによる探鉱も行われているが1

いずれも品位低く規模が小さい。藤’1坑内には母岩の裂・

罐を充填してほ黛N500Wの方向に約25m延びる脈状

の二酸化鉱体があり，幅15～30cmの膨縮ある富鉱部

（Mn5Q～60％）は5ミラ輝石および二酸化鉱を含む珪質

貧鉱部に囲まれ，その幅約1！nに達する，本鉱体の周辺

には；酸化鉱の細脈が若干あり，、傾斜は58～700NEを

示し，屈曲する傾斜に沿っ七約8m掘り下つているが，　　。

さらに下部の探鉱が必要である。

　その他：鉱区内にはイワシ谷め上流に二酸化鉱また中

宮地谷にバラ輝石珪質鉱の露頭が数カ所あり，また珪酸

マンガン鉱からなる注目すべきものに「照」および「鹿」

の両露頭がある。「鹿」露頭の鉱石はテ7ロ石を伴ない，

積極的な探鉱が望ましい。

　沿革　八頭郡下最古の歴史をもち，・旧幕時代に発見さ

れ，明治3ブ年頃藤1坑から出鉱し，大正6ル7年には宇　　　　・

都宮便太郎が二酸化鉱を探鉱したと伝えられる。昭和
『
1
6
年
頃
岐
阜 の人前西熊次郎が平坑を探坑し，鉱業権は岡

田昌三を経て，昭和25年武田某に移り127年末まで神

戸製鋼7八幡製鉄に出荷し，蕗鉱床その他を開発』し牟。’

　7．2．2　アシ谷鉱床

　鉱床は上板井原から西野に通ずる林道に沿う銅ノ沢お
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醗二灘マンガン

四チぜト
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・第9図智頭鉱山藤坑

準、1
』㌧班、総
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　　　　　　　　　　　　吻チヤート

　　　　　　1一＿一〇m’目樋岩

第10図智頭鉱山照露頭

よびそ¢）麦流アシ谷に数ヵ所露出す』る。この附近の古生

層は，ほ黛N800W，30～50つSの走向傾斜を示し，鉱床

は東西に延びる「アシ谷」の南斜面一尾根を走るチャー

ト層の西盤際に胚胎し，2カ所に試掘跡があり，東側の

鉱体はチャー・ト層の下盤千枚質粘板岩層に接L，厚さ

30～50cmをもって南に差し込み，バラ輝石・テフ旨

石・菱マンガン鉱からなる良質鉱を産するが，坑口が陥

没Lて詳細は不明である。西側鉱体はN70。W，300NE

の走向傾斜を示す帯状チャート層の上盤側にバラ輝石に

富費不規則擁状鉱体炉断続し，やX大規模であるが珪質

貧鉱部も混える。出荷可能鉱石の品位嫡Mn30飼35％

程度と見込まれる。両現場約200mの間と両鉱体とも

傾斜方向に沿つた探鉱が望ましぐ，・このヂャート層中に

は潜在新鉱体発見の可能性が強い。これらの鉱床は昭和

、10年頃日疋某が坑内探鉱し，現在伊田喜代造が出願中と

　　脈の繕造

バフ輝石　　　チヤート

　　　　／
＼一．ノ

峯κd－1所

豊　　　60◎

蟹璽溜ヒマンガン

騒バ㌍石

猛チヤート

干枚岩質粘叛岩

5

＼

．／

貯鉱

グ
0　　　　め 20η！

第11図』毛谷鉱山』

いわれ，山元には数10の貯鉱がある。’

7．2．3その他

　このほか大村赤波字杉森杉森沢の上流に板ノ下鉱床お

よびこの上部村境海抜約600mの尾根にヤケオ谷露頭

があり，また千枚岩質粘板岩中に生成されたバラ輝石を

主とする毛谷鉱床などもあるが，いずれも細脈状あるい

は網脈状に介在する二酸化鉱が多く，小規模で，注目す

べきものはない。
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　7。3　大村鉱山附近　．

　7．3．1　大村鉱山

　本鉱山は板井原と杉森に至る道路の分岐点上手海抜約

340m・にあり，N30～500wの方向に走る厚～・チャート

＼層中に鉱床が脈状をなして発淫し，その鉱化帯峠オィシ

・ガ谷鉱床まで延びている。鉱床ほチャート層の下盤際近

くに胚胎し，一緩い波状を描いて約60m水平に拡がり，

20～300NEの傾斜を示す露頭線は一見チャート層の層

・理に併走しているが，詳細に観察すれば数条の脈に分か

れている。この脈状の鉱床の大半はバラ輝石からなり，

一厚さ平均20～50c血程度で，所々にテフ官石：および菱

㌣魍鉱畔勧Wズ状小富鉱部力漣鎖榔醐し，
ており，これ’らが調査当時ま宅3力齎に郭いて稼行さ、

れ，本地区における主要鉱山ゐ一つである。いず池も傾

斜方向に延長がきかな》で・調査当時は休山状聾であつ

ノた。、

Mn　　㌧
（％）・

　7．3．4　松下鉱山

　頭巾山（海抜516m）の東南麓の急科面海抜約300mの

地点に旧坑があり，．対岸に上ノ段鉱床がある。この附近

’
財

ヤτト層・珪質粘櫨‘千枚質米占搬唖恥らな曳

り，鉱床はチャ㌘ト層中にほ黛N400Wの方向に延びる

厚さ0』3～1m程度の膨縮に富む脈状鉱体で，・ミラ輝石

お象び菱マンガン鉱の酸化した鉱石を昭和17年から終

戦まで採掘した。

　稼行当時はMnO65～75％程度の良質鉱を出荷し，

下部は漸次バラ輝石が多くなつたといわれ，主要鉱床の

一づではあるが，旧坑附近の崩壊著しく，詳細を明らか

にすることができない。山元再開には相当の困難が伴な

われるであろう。

鉱　 石　 の　　品　、位・

灰緑色，チョコレー・ト色の菱マンガシ鉱に

富む鉱石

テフロ石・菱マンガン鉱を伴なう鉱石、

バヲ輝石を主とする鉱石

35～38

30’》35’

25～30

　本鉱山は若干の菱マソガソ鉱を伴なうため，一般に粗

』鉱品位が上つており・厚さ1m内外で数100～1・000t

程度の富鉱部が多い，露頭より深部へ鉱体が連なるか否

かを糾明することが肝要であろう。

　7．3．2　，オィシガ鉱

　大村鉱山の下流約200mのノJ＼谷橋の上部．に鉱床が賦

存し，・チャート層中にバラ輝石を主とする扁平レンズ

状鉱体およびチャート．粘板貴の両層の接触面に発灘ず

る脈状酸化鉱体があり，おのおの雁行し，前者は厚さ

o。5～o。7m，直積10m2め規模で，一周辺は急に尖滅状態1

、となり．チ盲コレート色鉱を若干含んでいる。鉱石は珪

酸鉱（Mn25～30％），二酸化鉱は・ミラ輝石と黒色部の

不規則な縞をなL，石英に富む。

　本鉱床は，昭和25年頃採掘したといわれ，山元から西

部～大村鉱山までの鉱化帯における探鉱が望ましい。

　7．3．3高岩妙ケ谷鉱床

　洗足山の東斜面，県道側に優白質黒雲母花嵩岩に接し

てN500W，400NEの走向，傾斜を示すチャート層の下盤

近くに母岩の層理に対して不定方向に延びる不規則塊状

の鉱体が密集し，．また細脈状の酸化鉱もみられる。塊状

鉱体はパラ輝右を主とし，緑色およびチョコレート色の

菱マンガン鉱部も少量認められるが，鉱量少なく稼行価

頑直に乏しし・。

7．3．5上ノ段鉱床．

本鉱床はN300Wの走向，約20～250：NEの傾斜をと’
　　　ノ
るチャート層中に発達する扁平レンズ状鉱体で，厚さ最

大約i卑，畢軸方向に約10m，幅約41nの間が露天孫掘、
一
さ
れ
， 鉱体の周辺は著しく喰締つている。

鉱石はバラ輝石が大半を占め，’局部的にチョマレート

色・緑灰色等の菱マンガン鉱に富む部分と酸化部とを伴

ない，Mn50％に達し，噌部に軟マンガγ鉱力～多量に’

胚胎し，昭和18年頃この部分を手選のうえ出荷したと

いわれ，鉱体の傾斜に沿つた上部の探鉱が必要である。

沈▼
5脇「

塚

厩

7

銘、
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　　　　おエなるヒ
　7．3．6　大成鉱床

　松下鉱山の南側は厚いチャ［ト層と珪質粘板岩層との

互層からなり，頭山の東斜面海抜約250mに採掘跡が

ある。鉱床はチャート層中に胚胎し，微細なバラ輝石か

らなる珪質鉱を主とし，薄板状の鉱体からな・り，厚さ

0．5・》1mの不規則塊状部を伴ない，大半が酸化されてい『

る。鉱石は一般に品位が低く，淡紅色部と黒色酸化部の

斑のあるものはMn8～12％程度を示し，昭和18年頃．

MnO260’》70％の良質二酸化鉱が若干露天採掘され，

以後休山中で稼行価値に乏しい。、

　7．3．7　その他

　これらのほか，大村鉱山一杉森間に滝ノ谷鉱床（珪酸

マンガソ鉱）および松下鉱山周辺には多くの酸化鉱露頭

および情報地があるが，いずれも探鉱の域をでない。

　7．4　大伊一金岩地区

　大伊村小倉から和見谷の上流約1．5km，急峻な西斜

面の海抜約3δOmの地点に山元があり，本地区はチャー

ト層を挾む千枚質粘板岩層を主とし，一般にN80～90。W

の走向を示している。鉱床はチャート層中に発達L，第

1脈および第2脈と呼ばれる2条の脈状鉱体があり，、こ

れらは鐵曲するチャート層の層理に必ずしもr致してい

ない。

　第1脈二10（レ200NEの傾斜を示し，ほ怠：N60。宙方

向に延び，厚さ0．3～7mの傾斜方向に長扁平な形をと

り，所々に厚さ約1拠の声鉱部があり，方解石細脈尋

発達するも鉱体は主とLて六ラ輝石および石英からな

り，両盤際が酸化し，北西部は良質の二酸化マシガン鉱」

になり，この部分を露頭から傾斜に沿つて約45mの間

・坑内掘りが行われ，出荷したg富鉱部中ぴ；は菱マンガン

鉱に富み，テフロ石を伴なうチョコレート色，淡緑灰

色，淡紅青色を呈する部分がバラ輝石と細く縞状に，あ

るいは不規則に介在してMn38～42％程度の高品位鉱

石をつくつている。

　本鉱体は珪酸マンガソ鉱の確定鉱量に乏しく，東側露

頭から傾斜に沿つた探鉱が必要である。

　第2脈二ぼ父チャート層の片理に沿つて南北方向に延

びる脈状鉱体で，約700Eの傾斜を示す。鉱体獄幅0．3～

鉱　石　品　位

・二　酸　化　鉱

並　　　　　　鉱

上　　　　　　鉱

Mn
（％）

MnO250＾・55

　　　28《プ35

　　　38（ゾ42
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・・麺鮪レ衆んびラ輝石の集合体力・らなり1
周辺は珪質緻密な貧鉱部を挾み，・珪化チャー1ト層に接ー

し，幅1m．に及ぶ膨れた部分には，暗緑および褐灰色

炭マン鉱を伴なう。一般に地表下約5m位まで酸化し，

戦時中は二酸化鉱の良質部が採掘された。本脈は約

㌔35m鑓押されているが，北方への鑓押と下部の探鉱に

よってさらに稼行価値を増すも4）と考えられる。1

　鉱体から出荷された鉱石の品位はお」むね次の通りで

ある。

1棲

・図’

姫

、

．二酸化．アγガン

珪．酸鉱　，上

　　グ　　　下

Mn
（％）

MnO2　58（ゾ50

　　38’》42

　　28’》35

Sio2
（％）

8～15

　　　薩翻二酸化マンル

　　　囲■パラ軌

　　　囮升一ト
　　’、騒粘板、岩・
0　　　　　10　　　　　20切

第16図桐ケ谷鉱床

　沿革二昭和11年頃大伊村の某が発見し，鉱業権は河

北ミイを経て昭和撃年中村峯造に移り，終戦以後神戸

製鋼（本社，高知工場），辻中満俺鉱業所等に出荷した。

一昭和28年1月榊山才三が鉱業権を得て調査当時開発準

備中であ為。

　出荷量の判明したものだけを表示す紅ば次の通りであ

る。

o

％）とに分けられる。・

　．山元は昭和15～17年間ド藤原彦覇輝が，また昭和26

年頃には松木荒数がそれぞれ稼行したといわれるが，沿

・革の詳細は不明である。本鉱床の立地条件はよいが大江

川に隣接し，刀t水面以下に鉱体が傾斜しているために今・

後の出鉱には排水設備を必要とする。

年度

昭和12年

　13
　14
　25
　26
　27

出網鴇
195

128

・88

14

320

109

39．5

翰1

15『

備 考

｝辻中満俺鉱業所

　　　一　　　　■

｝　　　　『
神戸製鋼

7，4．1第2糸白見（金岩）鉱床

本鉱床は大伊村小倉地内大江川に近接して胚胎する。

鉱体はチャート層中に胚胎し，厚さ0．4・）017mの薄板

状の形をとり珪酸マンガン鉱からなり，母岩の摺曲部に

約1～・1．5mの厚さの富鉱部が数10t程度確かめられ

る。鉱体は一般に微細なバラ輝石とやX石英の多い淡紅
色の緻毎墜硬な低品位鉱（Mn20～27劣）からなり亨，鉱

体の周辺部は珪化のうえ急激に尖滅し，下盤側には「青

盤」（Mn2～4％）となる。鉱石はバラ輝石と石英とが

細い縞状に配列し，チョコレート色炭マンを伴なう（Mn

14～20％）’富鉱部と・ミラ輝石＋菱マンガン鉱（Mn35～40

　7、4．2畑ケ谷鉱床

　本鉱床は大伊村下野部落の北側畑ケ谷の上流標高約

240mの所にあっでNW。SE70～800，NまたはlSの走

向願斜をホす珪葺千枚岩層を挾むチャート層中の層理あ

るいは裂毒劇こ沿つてパラ輝石と酸化鉱の露頭が散在する

が，いずれも規模小さく，稼行価値に乏しい。昭和12、

年頃中村峯造が探鉱し，昭和25年に探鉱をかねて数t〆

め出荷をみたが以後休山している。

◎7．4．3　その他

大江川の西側山地には，津江岸・出ノ谷・その他の露

頭や情報地があるが，母岩を交代した鉱化作用が弱く，

いずれもチャート層中の“焼け”濠いし網脈状の二酸

化マγガソ鉱であつて，調査当時までには注目すべき鉱

体は発見されていなかった。

7’．5ひ佐治川上流尾際地区

7．5．1北谷露頭　・

尾際から北谷を約1km遡れば，谷は東西に分岐し，

この西側の谷をさらに．500mのぼった附近に北谷露頭
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がある。走向N200W，傾斜20QN千枚質粘板岩層を上

盤とし，チャート層を下盤とし，母岩の層理に平行した

鉱床であつて・厚さは3ル10cmに膨縮し，走向方向に

約10m確認できる奄7m隔てて2坑の斜坑があるが，

下底は永没している。鉱石は僅かに緑色を帯びた灰色菱

マンガン鉱であつて，大部分は酸化鉱となづている。品

位はMn40％以上と推定される良質鉱であるが，鉱床，

の規模が小さく稼行されていない。

7．5．2　城山露頭

　余戸の上流500血附近にある城山の北斜面道路上に

位置する露頭は，チャート層中に胚胎し，延び方向は層

理に平行する。

　この附近の母岩の方向は走向N600W，傾斜100Nを

示L，鉱体の幅は約20c砥延長方向に2Qm追跡でき

る。鉱石は黒色酸化鉱を混えたバラ輝石鉱である。また

城山の頂上近く海抜500m附近の北斜面には径30cm

位のパラ輝石鉱の転石が多数散乱し，かってこの転石を

掘り起こし，集めた形跡があるが，露頭を確かめること

ができない。

7．5．3その他

　以上のほか前記北谷分岐点附近の河中にはチャート層

中に1m×0．4mの塊状露頭が胚胎するが，連続してい

ない。また尾際金比羅神社の下に獄径20cm程度の転

石があり，多少採掘した跡が認められるが露頭らLいも

のはない。

8．探鉱方針および開発に対する意見

　本地区の鉱床はほとんどすべてといつてよいほどチャ

ート層ないしは角岩層を母岩とし，きわめて広範囲にわ

たって分布し，個々の鉱体について、も探鉱を実施されて

いない現状であり，探鉱と開発に関して，おNむね次の

諸項をあげることができる。すなわち

　1）前述のように鉱化作用は地区別に分けられ，この

地域内から多くの鉱床が発見されている。

、2）鉱床がチャー・ト層中に胚胎する場合，多くはこの

両盤附近に胚胎し，母岩の層理，摺曲構造に支配されて

連続または断続するので，採掘途上において鉱体の「落
’
し
」 の方向を常に把握して探鉱の手がかりにすることが

肝要であり，鉱体の水平的および垂直的な拡がりをきわ

める意昧での露頭線を追跡し，傾斜方向への掘進を行

い，小地域的な鉱化帯の範囲を探査して雁行状配列の鉱’

体や，地下に潜在する鉱体の発見に努めるべきであり，

また膨縮著しい鉱床には鑓の続く限り掘進し，許される

範囲内での下部の探鉱等は富鉱部の発見に役立たせるこ

とができる。

　これらの意味において個々の鉱床にっいての探鉱は，

水谷鉱山奥ノ谷鉱床ではチャート層と粘板岩層の接触面

に沿う摺曲繰り返し構造における富鉱部と鉱体下部の探

鉱，中津見鉱床の西側の鑓押，大平鉱床の炭マン鉱富鉱

体部の下部，智頭鉱山の「平」鉱体附近のチャート層下

盤蕗鉱体附近，オイシガ谷大村鉱山間の同一チャート層

中における未探鉱地区，大伊鉱山第2脈の北部鑓押，金・

岩鉱床の河水面以下の鉱体等がさしあたつて探鉱される

べきであって，その他の未開発の露頭や試掘程度の探鉱

鉱体においても，地表附近だけの状態によつて放置され

勝ちであるが，これらも当然ある程度の積極的な探鉱がF

実施されるべきである。

　本地区内の鉱床の開発が比較的消極的な理由として

　（1）立地条件，運搬に恵まれず労働力の不足

　（2）各鉱体の規模の小さいことと鉱石の平均品位が

』低いこと

　（3）探鉱計画の皆無と企業家の弱小等があげられる

が，トラ、ヅク道路の敢修と新設は急務であつてメ大量の

低品位鉱の処理方法と利用に関する問題，なかんづぐ高

マンガンガラスの大量生産化が解決すれば，これに付随

して良質鉱の出鉱も増加し，さらに多くの鉱床が稼行す

”ることがでぎ為乙

9．結　雷

　本地域の鉱床は山口県玖珂郡地のマンガン鉱床に類似

し，三群変成岩中のチャートおよび角岩の両層に密接な

関係をもって胚胎し，鉱化作用は同一母岩を交代し，か

っ強い構造支配を受けながらも相当の距離にわたつて断

続する鉱床が胚胎し，、すべて珪酸マンガン鉱を主とする

ことが特徴であり，珪化作用以外に著しい変質作用は認

められない。

　鉱体はおxむね数100～数1，000t程度の小規模のも

りで，バラ輝石を主とする鉱体中に菱マンガン鉱およ

びデフロ石を混えう小富鉱部をつくることが多く，Lた

がって個々の鉱体からMn40％以上の鉱右を多量に求

めることはできない。露頭だけからの採掘と探鉱皆無の

現状において鉱体の賦存状態を明らかにするこ≒はむづ

かしい。しかしながら傾斜方向にも継続した膓あるい

は既知鉱体附近にはさらに潜在鉱体があることが考察さ

れ，精密な地質鉱床調査と探鉱結果に期待するところが

大きい。

　この地域で有望視されるものとして智頭・永谷・大

村・一大伊の各鉱山があり，全鉱床から累算される推定お、
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よび予想鉱量は相当多量に見込まれ，一その過半量がMn

30ヴ37％程度の低品位鉱で，これを開発の先がけとして

鉱石搬出の便を計ることが望まれる6

　　　　　　　　　　　　（昭和28年5～61月調査）

丈　　献

1）　宮本弘道二山口県玖珂地方マンガン鉱床調査報

　　　　　　 告，地質諦査所月報，VoL4，No．．

　　　　　　11，1953
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